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▽ 警告 こ『麗璽:奮誓議霧鳥菫警懲警滅皇菫象怠全ξ驚ま事「

更フ 翼τモ違票言は,な::慧鍵塀富:語黛蓬皐[息塁濃最E[軍fZ:F「

叉フ  濡れた手で、電源アダプター等の抜き差しはしないでください。

▽

この機器を分解したり、内部を改造したり、調整部などを回したりしない

でください。火災、感電、故障の原因となります。

EEPROMの 内容を変更した場合は、動作や修理の保証はできません。

qフ
 百「贔異窪馨言[奮蓬基書処L警掃二億ξ室怪澪事管f亀農ギ子1場

合に

◆ 津澤事1纂薔:111'中‐幸||1事|1警を取りⅢI

更フ  付属の電源アダプターは、本機以外に使用しないでください。

●
本機を受信機としての用途以外には使用しれ でヽください。

◆
本機は乳幼児の手の届かれ 所ヽでご使用、保管してください。

く> 万Fア

ダプタ~は国内専用 (AC 100V)です。国外でのご使用はできませ

電源アダプターは上部の穴をふさがないようにしてください。

ほこりをためた り、紙や布などで電源アダプターの上部の穴をふさがない

ようにしてください。
▽

Rフ  見了じ想iご雪|こτ零そ筵Fi「兄ュT彗壇Fξ饉基法ぷ:憲じ警享Fせ
◆

付属品、純正品以外の電源アダプターなどは使用 しないでください。



次のような場所での使用や、設置はしないようにしてください。

◆炎天下の自動車の中や、直射日光の当たる場所、暖房器具のそばなどで

CD ◆EE察鼻彗饉8揉鷹缶。
◆湿度が高く露がつく場所、ほこりや油煙が多い場所など。

◆通風の悪いすき間のない狭い場所に入れる。

ヽフ  この機器を自動車に設置する場合は、12V(― )ア ース車専用です。

qフ
 ニ:言麗奮fl『軍

`だ

Lスrオ

｀電子機器、医療機器に影響を与えると

Rフ  算雫子三ラ克E舞雹写辱雇TttFし
たときは`アンテナ端子からアンテ

◆
本機が汚れた場合は、

ベンジンやシンナー、

柔らかい綿の布などでふいてください。

化学ぞうきん、洗剤などは使用しないでください。

お客様が受信し.た
1内1容は●1電波法上内1容、|‐ 存在を第二者に漏らしたり、そ

のことによる行動を機|こ|した,|す|る ことが禁止されています。
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・
儘忌品を確かめましょう」

スR5000には、次のものが添付されてιlますのこ

ご鹿層になる前餞 デ内容をお確力
"く

ださιl.

◎スR5aaat体

◎ア
"ご

臨 アダプター

◎基本操作マニュアル

◎グファレンス・マニュ//1

◎グモート・マニュ7/p

◎保証書



「 /」 じめにゴ
このたびは、エーオーアールのコミュニケーション・ レシーバーAR5000を お買い求

めいただきまして、誠にありがとうございます。

本書は、AR5000を操作する上で、最低限必要な各種の基本操作を説明しています。

AR5000の多彩な機能を使用目的別にお知 りになりたいときは、別冊のAR5000リ ファ

レンス・マニュアルをご覧ください。

「月″々ゴ

曜浩 とご注意」 .…………………………………………………………・ア

=付
属鼠を確かめましょう」 ……………………………………………・θ

r/Jじめに」 .………………………………………………………………4
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「アンテナを接続する」.……………………………………………………・5
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「メモグ・チャンネル読み出しモードにふれてみましょう」.………….9

メモグ・チャンネルの呼び出し方.………………………………・9
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yFOたサーチやスキャンの周波数を移す.……………………・77
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連続サーチしたいノゞンクをノンクする.………………………・72

連続スキャンしたιソヾ ンクをノンクする.……………………・アθ
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キー・ロック機能を設定する.…………………・………………・75

ランプやど―プ苦などの設定をする.…………………………・7δ
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「 アンテナ使用上の注意事項」
◎外部アンテナを使用中に雷が発生した場合は、アンテナを直ちに外してください。

◎受信する場合は、次の点に注意してください。

◆アンテナを無線機やテレビ、ラジオ、またはパソコン等のデジタル機器の近くに設

置すると、雑音が多 くなります。また、自動車の中やビルの中央部等では電波が

弱くなり受信しにくくなります。

◆受信状態は、ご使用になる場所や、アンテナ、季節、昼夜などによって変化します。

◆ご家庭や、車でご使用の場合は、弊社オプションのアンテナや、市販の外部アンテ

ナをおすすめします。

◆ご使用になる場所によっては、放送局や他の無線局の強い電波の影響を受け、受信

妨害を受けることがあります。

◆増幅回路付きの外部アンテナや、プリアンプ等の使用はおすすめできません。

「アンテナを接続する」
快適な受信をするには、受信しようとする周波数に適したアンテナを用意する必要が

あります。

本機には、N型 コネクタ用 lANT l)と M型 コネクタ用 (ANIT 2)の 2つのアンテナ

接続端子が用意されています。BNC型コネクタを接続したいときは、別にN型 または、

M型の変換コネクタを用意して、接続してください。

5



「電源をスれる」
まず、付属の電源アダプターを家庭用100Vコ ンセントに差し込みます。次に、本機

後面左上の電源端子 (DC12V)に 電源アダプターを接続します。そして、本機前面左

上の電源 ([POWER])キーを押します。すると電源が入ります。もう一度、電源キー

を押すと、電源が切れます。

長時間本機を使用しないときは、電源アダプターを家庭用コンセントから抜いておき

ましょう。

電源端子

`竃

源アダノターを接続する,

Ar型コネクタ用

アンテナ接続端子

ν型コネクタ用

アンテナ接続端子

<前面パネル>
ファンクション

電源キー  ・キー

アクセサリー ヘッドフ 音量

端子 フ    ォン端子  ツマミ

Sメ ーター  LCD(液晶画面)

スクルチ

ツマミ

数字キー プレーキ  ツプ・

ダイアル

メイン・

ダイアル
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<後面パネル>
アクセサリー

電源端子  端子2

外部スピーカー

端子

RS232C  ′F外部出力

端子   端子

MUTE    REMOTE  IF OUT(10 7MH2)

アンテナ端子 フ  アンテナ端子2  ミュート端子

`N型

コネクタ用り `M型コネクタ用

'

標準周波数入力

¨̈
耐げリ
Ａ」ＡＲＭ呻一］［‥・Ｊ‐

囲

囲同
国

19   20   21 24  25   26

1:ビジー表示 2:フ ァンクションキー表示 3:ア ンテナ端子番号表示 4:リ モー ト表示

5:キ ーロック表示 6:ア ラーム設定表示 7:ス リープ設定表示 8:プライオリティ機能表示

9:スケルチ状態表示 10:CTCSS設 定表示 11:受信モード表示 12:ス キャン・サーチ表示

13:ポ ーズ・スキャン,サーチ設定表示 14:ポイス・スキャン,サーチ設定表示

15:バ ンク・リンク設定表示 16:バ ンク表示 17:バ ンク番号表示 18:ア ッテネーター表示

19:周波数,テキス ト,入力項目表示 20:RF(高 周波)ア ンプ使用表示

21:ステップ入力時,ステップ・アジャスト動作時表示 22:オ ー ト・モード動作表示

23:オフセット動作表示 24:AGC OFF表示 25:IF帯域幅表示 26:チ ャンネル・パス表示

27:サーチ時オート・ス トア表示 28:チ ャンネル番号表示

※詳しい表示の意味は、リファレンス・マニュアルを参照してください。



「サーチモードにふれてみましょうゴ
サーチモードは、あらかじめメモリーされた上下周波数間で、交信している電波をさ

がす機能です。本機には、サーチバンクとしてバンク00～ 19の 20バ ンクが用意されて

います。

<サーチモー ドの操作法>
ンゞク0ア をサーチす

1)[SRCH]キ ー を押 します。画面

に<SCAN>と 表示され、サーチを

始めます。<バ ンク01>を サーチし

ているときは、右のように表示されま

スケルチが閉じている (音が出ていない)と きは、

スケルチ [SQUELCH]ツマミを反時計方向に一度

回してから、時計方向に少しずつ回して、音の止ま

る点に合わせてください。

また、音量 [AF GAIN]ツ マミも、時計方向の12

時くらいの位置にしておきます。

2)受信すると、サーチが止まります。 [UP]、 [DOWN]キ ーのいずれかを押すか、

[メ イン・ダイアル]を 回すと、次の周波数をサーチしにいきます。また、この操作

をしなくても信号が途切れると、次の周波数をサーチしにいきます。

3)受信 しているとき、[SRCH]か [ENT]キーを押すと、受信信号が途切れても、

その周波数をそのまま受信することができます。また、サーチモー ドに戻りたいとき

は、[SRCH]キ ーを押 します。          .
4)サーチするバンクを変えたいときは、変えたいバンクの [数字]キーを押 します。

たとえば初期設定時、[0][7]を押すと430MHz帯のアマチュア無線をサーチする

ことができます。また、 [サプ 。ダイアル]を 回してもバンクを切 り換えることがで

きます。

5)サーチ 。バ ンクに登録された文字

を表示 させ るには、 [FUNC]+
[TEXT]キーを押 します。もう一度

同じ操作をすると、周波数表示に戻

ります。
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「サーチノゞンクの初期設定rLr」

BANK  TEXT         MODE 周波数範囲

01   AIR―VHF     AUTO
02   AIR―UHF     AUTO
03   144NI nに M     AUTO
04   FttE ETC     AUTO
05   GYOUMU     AUTO
06   回ヽ NE      AUTO
07    430ヽInへ、l      AUTO
08   TAXI        AUTO
09   HIGIIWAY     AUTO
00   MCA         AUTO

118.500～ 135.9001vIHz

225.000～ 400.000ヽ〔Hz
144.000～ 146.000ヽ〔Hz
146020～ 150.500ヽ〔Hz
154.450～ 155.610MHz

156000～ 157.450MHz

430.000～ 440.000ヽ 4Hz

450.0125～451.5001vIHz

340.850～ 399.375ヽ〔Hz
850.0125～859.9875NIHz

⊂ 場出荷時の書き込み内容は、都欲 より変更することがありますリ

「メモリ・チャンネブレ読み出しモードにふれてみましょラ」
チャンネル読み出しモー ドは、メモリ 。チャンネルを呼び出して、そのメモリされた

周波数をメモリされた条件で受信するモー ドです。本機には、チャンネル・メモリが

10バンク各100チ ャンネルで、計1000チ ャンネル用意されています。

<メモリ・チャンネルの呼び出し方>
1)[SCAN]キ ーを押 します。すると、「メモリ 。チャン

ネル読み出し」モー ドになります。

2)呼び出したいメモリ 。チャンネルをバンク番号、チャ

ンネル番号の順に、 3けたの数字で [数字]キーから

入力します。

たとえば、バンク 1の 03番チャンネ

ルを呼び出したいときは、[1][0]
[3]キーを順に押します。

3)[数字]キーから入力しなくても、[メ イン・ダイアル]を回すか、[UP][DOWN]
キーを押すことで、順番にメモリ・チャンネル番号が変わり、受信することができま

す。このとき、[サプ 。ダイアル]を回すと、バンクが変わります。

BuSY ttT A● oo生 型 P _Aυ Ю   日
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|

9

メモグ・チャンネル

□
中□

□̈

□̈

『□
麒□

□̈

□̈
〕□

□̈



「スキャンモードにふれてみましょうゴ
スキャンモー ドは、あらかじめメモリされたチャンネルを順番に受信して、交信 して

いる局を捜す機能です。

<スキャンモードの操作法>
1)メ モ リ・チャンネル読み出しモー

ドのとき [SCAN]キ ーを押す と、

スキャンモー ドにな ります。はじめ

から、スキャンモードに入るには、[SCAN]キ ーを2回押します。

2)[メ イン・ダイアル]や [UP][DOWN]キ ーで、検索方向を変えることができま

す。

3)受信中スキャンが停止しているとき、[メ イン・ダイアル]を 回すと、スキャンが

再開されます。

[数字]キーでスキャンしたいバンクを入力すると、そのバンクをスキャンします。

[FUNC]十 [TEXT]キーを押す

と、メモリ 。チャンネルに登録され

たテキス ト文字が表示されます。も

冊   L5]BuSY師 1留
写響Ъ口洲LMtt Lコこ  J

翠1型。r_.T__冊  L5] 群
ヨ、5'1「イ月

'1   8W~~ヨ
K M

BANK ttEXtt   MODE 周波数

4)

5)

う一度同じ操作をすると、周波数表示に戻ります。

「メモグ・チャンネルの初期設定rLr」

BANK TEXtt    MODE 周波数

100 」GaへS

101 3JHK l

102 NHK2
103 FEN
104 JOKR
105 JOQR

AUT0 40 kHz
AUT0 594 kHz
AUT0 693 kHz
AUT0 810 kHz
AUT0 954 kHz
AUT0 1134 kHz

106 JOLF     AUTO
107 JORF     AUTO
108 1.9MnttI  AUTO
109 BRODCAST AUTO
l10 BRODCAST AUTO
ll1 3.5MIIAM  AUTO

1242 kHz

1422kHz

l.9075ヽlHz

2.300N41Hz

3.200MHz

3 550MHz

<サイバー・スキャン (CYBER SCANO)について>
サイバー・スキャンは、スキャンをさらに高速に行うモー ドです。サイバー・スキャ

ン状態のときには、周波数表示やテキス トの表示を行いません。

1)[FUNC]キ ーを押 し、次に [TEXT]キーを約 1秒間押します。

2)すると、右のように表示され、高

速スキャンモードになります。

Iθ

L「 )′ コEP 5LF月 ,l     SCT21

似 下略)⊂ 卯 荷時の書き込み内容は、都欲 より変更することがありますつ



「
yFOモードにふれてみましょう」
VFO(Variable Frequency Oscilater)モ ー ドとは、

AR5000では「手動で周波数を変える機能」の意味で使っ

ています。他の機種のマニュアル・モー ドに相当します。

VFOモー ドでは、周波数の入力や、各種の設定、登録

などの操作を行うことができます。[VFO]キ ーを押すこ

とにより、VFOモードになります。

VFOモ ー ドには、VFO― Aか ら、

VFO―Eまでの 5つ のバンクがありま

す。[VFO]キーを押すことで、表示

が<VA>、 <VB>、 <VC>、 <VD>、

<周波数をマニュアルで入力する>

f例 7」 yFO-3に594kHz tNHK東京 第 7ラ ジオ

'を
ス カ する

[VFO]キーを何回か押 して、右端

の表示が<VB>に なるようにします。

[5][9][4][kHz]の 順に入力しま

す。信号を受信すれば、音声が聞こえてきます。

f例 2」 209,75MHz(yHF-7ソ フ0(力音声)をスカ する

[2][0][9][・ ][7][5]
[MHz]の 順に入力します。信号を受

信すれば、音声が聞こえてきます。

<VFOにサーチやスキャンの周波数を移す>

fサーチの周波数をyFOモードに移月

サーチの表示周波数をVFOモー ド

に移すことができるのは、サーチが停

止 して いるときです。 この とき、

[SRCH]または [ENT]キ ーを押す

と、VFO―Dの チャンネルがサーチで

受信していた周波数になります。検索

中は、周波数をVFOモ ードに移すこと

はできません。
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豚 キャンの周波数をyFOモ ードに移す」

<SCAN>と 表示され、<BANK>
と<チャンネル番号>が表示されてい

るとき、受信信号で停止中に [ENT]
キーを押すと、VFO―Eのチャンネルが

スキャンで受信 していた周波数になり

ます。

F,1
Lィ P5 ル

′

r/ゞンク・グンク・グループの設定■
サーチしたり、スキャンしたりするバンクを複数選び、それらを次々に移りながら受

信信号を捜すことができます。これをバンク・リンクといいます。バンク・リンクや、

サーチ条件やスキャン条件などのデータを、使用目的別にグループとしてlo種類登録

することができます。

<連続サーチしたいバンクをリンクする>
ra/」 ノゞンクア、 イ、ア2を グンクしζ サーチする場合
1)[FUNC]十 [SR,MODE]キー

を押します。

2)バンク・リンク・グループ番号を

[サ プ 。ダイアル]で選びます。こ

こでは、グループ番号 1を 選びま

す。

3)バ ンク・ リンクのON/OFFを
[PASS]キ ーで設定します。 [PASS]

キーを押す ごとにON/OFFが 入れ替

わります。

4)連続サーチ受信したいバンクを [数

字]キーで設定 します。 ここでは、

[1]、 [4]、 [・ ][2]キ ーを押 し

ます。ここで十の位のバンクは [・ ]

キーで設定 します。画面上では、バ

ンク12を 設定すると、数字の 2が く

る位置の右下の小数点が点灯します。

この点力糖 ″するとノゞンクア2を示

再度同じ [数字]キーを押すと、そのバンクの

設定が解除されます。

5)[ENT]キ ーを押 します。サーチ条件は、さらに細かく設定できますが、ここでは

初期設定のままにします。詳しくは、リファレンス・マニュアルを参照してください。

12

乳 “̈
F,l scAN Ｆ

「
一
―
―

Lll
コ

↓

国 □ □ □ 国

ンク・グンクのON/OFF4設



<連続スキャンしたいバンクをリンクする>
ray」 ノゞンク07、

"、 “

をグンクして1スキャンする場合
1)[FUNC]+[SC.MODE]キ ー

を押します。

2)バ ンク・リンク・グループ番号

を [サプ 。ダイアル]で選びます。

ここでは、グループ番号 2を選び

ます。

3)バ ンク・ リンクのON/OFFを
[PASS]キ ーで設定します。[PASS]キーを押すごとにON/OFFが 入れかわります。

4)ス キャン・バンク・ リンクするバンクを [数字]キーで設定します。ここでは、

6)[SRCH]キーを押すと、バンク 1、

4、 12を 次々とサーチします。バン

ク12のサーチを終えると、最初のバ

ンク 1に戻り、これを繰 り返します。

[1][2][5]キ ーを押します。再

度同じ [数字]キーを押すと、その

バンクの設定が解除されます。

帥 W‖ l円
鴫 鍔 HE習 淵 LMル

F,1_よ L酬

ILィ ョ¬ |
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|

… IF… … ど
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ィ

5)[ENT]キ ーを押します。スキャン条件は、さらに細かく設定できますが、ここで

は初期設定のままにします。詳しくは、リファレンス 。マニュアルを参照してくださ

い 。

6)バ ンク・リンクがONの とき、[SCAN]キーを2回押すと、バンク01、 02、 05を

次々とスキャンします。バンク05の スキャンを終えると、最初のバンク01に 戻り、

これを繰り返します。

◎この設定のとき、バンク01、 02、 05

以外のバンクを選んだ場合は、その

バンクだけをスキャンします。
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バンク・ ノンクのON/OFFa
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「メモリ・チャンネルの書き込みをしましょう」

1つ のメモリ。チャンネルには、 1つの周波数をメモリできます。本機には、 1バン

クあたり100の メモリ。チャンネルが用意されており、10バ ンクで合計1,000個のメモ

リ。チャンネルがあります。

[例 1]VFOモ ー ドで 受信 した 、 128.8MHz(羽 田ATiS)を バ ンク 3

の12チ ャンネルにメモリする場合
1)[VFO]キーを押 し、VFOモー ドにします。

2)周波数を [数字]キーで入力します。ここでは、[1][2][8][。 ][8][ⅣHz]

キーを順に押し、[EN」 キーを押 して、周波数を確定します。

3)さ らに [ENTIキ ーを約 1秒間押します。空きメモリ・チャンネルがあれば自動的

に探し出し、そのチャンネル番号を表示します。

[例 2]バンク 1の 02チャンネルを消去する場合

1)[S(殆N]キーを押し、チヤンネル呼び出しモードにします。

2)[1][0][2]キ ーを順に押し、バンク1の02チャンネルを呼び出します。

3)[FUNC]+[DELETE]キ ー

を押します。

4)バ ンク 1の 02チ ャンネルを画面

で確認したあと、[ENT]キ ーを

押すとメモリが消去されます。

4)こ こでは、[3][1][2]キ ーを

順に押し、バンク3の 12チャンネル

にメモリします。

5)[ENTlキ ーを押し、確定します。
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蝶 作環境を設定 しましょう」

<時刻のセットをする>
1)[FUNC]+[cLOCK]キ ーを約

1秒間押します。

2)[サプ 。ダィアル]で 「12時 間」

表示か 「24時 間」表示かを選びま

す。[UP]キーを押します。

3)時刻 を [メ イ ン・ ダイアル]と
[サ プ 。ダィアル]で合わせ ます。

[メ イン・ダイアル]を回すと「時」

が [サプ 。ダイアル]を 回すと「分」

が設定できます。時刻が 0秒のとき

に、[ENT]キ ーを押す と、時計が

動き始めます。

<時計表示をする>
1)[FUNC]十 [CLOCK]キ ーを押

すと、時間表示になります。

2)さ らに [FUNC]+[CLOCK]キ

:LF T Iご「ィ

―を 2回続けて押すと、もとの周波数表示などに戻ります。

<キー・ロック機能を設定する>
キー 。ロックをすると、キーを押

した り、ダイアルを回しても、各操

作が無効にな ります。キー・ロック

を か け る に は 、 [FUNC]+
[K.LOCK]キーを押 します。画面

に<KEY>と表示されます。

再度、[FUNC]+[K.LOCK]キ
ーを押すと、解除されます。
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<ラ ンプやビープ音などの設定をする>
1)[FUNC]+[CONFIG]キ ーを押

します。 まず、 ランプ (照 明)の
ON/OFFを [サ プ 。ダイアル]で設

定します。[UP]キーを押します。

2)次に、キータッチ音 (ビープ音)や

操作エラー音などの音量を設定しま

す。音量は、 0～ 255の 範囲で [サ

プ 。ダイアル]を 回すことで設定します。はじめは、20く らいが適当です。 0にす

ると音がでません。

3)[EN」 キーを押して、設定を終了します。

サノ・ダイアルでランプのON/OFFや音量を設定する

この他にも、各種の操作環境を設定できますが、詳しくはリファレンス 。マニュアル

を参照してください。

用,llCD □lAvl
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最後任 M畔―を押し■彩瞬隣の設定を終了する

◎◎田
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